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山
口
県
の
平
成
31
年
度
予
算
に
建
設
山
口
（
中
建

国
保
山
口
県
支
部
）
を
対
象
に
し
た
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」
に
対
す
る
補
助
金
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
建
設
山
口
は
過
去
か
ら
建
設
技
能
者
が
健

康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
に
向
け
、
自
治
体

要
請
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
予
算
確

保
は
、
運
動
の
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

担
い
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
建
設
業
。
就
労
環
境

の
整
備
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

一
人
親
方
は
健
康
診
断

（
労
働
安
全
衛
生
法
）
上

の
労
働
者
で
な
い
こ
と
か

ら
、
保
護
対
象
と
な
ら
な

い
た
め
、
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
国
保
と

比
較
し
、
国
民
健
康
保
険

組
合
は
国
の
支
援
が
不
十

分
の
た
め
、
財
政
的
な
支

援
も
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
で
は
こ
の
よ

う
な
状
況
の
下
、
山
口
県

側
に
理
解
を
頂
く
た
め
、

平
成
29
年
11
月
、
初
め
て

自
民
党
山
口
県
議
会
議
員

の
方
々
と
の
交
流
会
を
開

催
。
以
降
、
意
見
交
換
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

昨
年
11
月
15
日
に
は
改

め
て
山
口
市
の
防
長
苑
を

会
場
に
、
自
民
党
県
議
会

議
員
７
人
（
新
谷
和
彦
議

員
・
守
田
宗
治
議
員
・
島

田
教
明
議
員
・
吉
田
充
宏

議
員
・
笠
本
俊
也
議
員
・

江
本
邦
夫
議
員
・
篠
﨑
圭

ニ
議
員
）
と
意
見
交
流
会

を
開
催
。
建
設
山
口
か
ら

吉
村
委
員
長
を
は
じ
め
、

四
役
６
人
と
事
務
局
２
人

の
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
小
林
書

記
長
が
、「
賃
金
が
引
き

上
が
っ
て
い
な
い
状
況
」

や
「
就
労
環
境
」
等
に
つ

い
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
こ
と
を
報
告
。
担

い
手
確
保
の
面
か
ら
も
対

策
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
に
は
、
四
役

が
県
庁
県
議
会
議
長
室
へ

出
向
き
、
自
民
党
県
議
会

議
員
の
方
々
と
と
も
に
、

柳
居
俊
学
・
山
口
県
議
会

議
長
を
訪
問
。
理
解
を
求

め
ま
し
た
。

　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

予
算
の
内
示
（
約
８
０

０
万
円
）
を
受
け
た
の
が

２
月
27
日
。
本
部
四
役
を

中
心
に
、
自
民
党
県
議
会

議
員
の
方
々
に
理
解
を
求

　
「
２
０
１
９
県
内
進
学
・

仕
事
魅
力
発
信
フ
ェ
ア
in

や
ま
ぐ
ち
」
が
２
月
14
日
、

維
新
百
年
記
念
公
園
ス

ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
高
校
１
年
生
・

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
の
間
、
県
内
各
地
か
ら

高
校
生
が
次
々
と
訪
れ
る

中
、
大
工
の
話
を
聞
き
に

き
た
高
校
生
は
午
前
11
人
、

午
後
２
人
の
計
13
人
で
し

た
。
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
生

徒
か
ら
「
大
工
に
な
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
資

格
が
必
要
な
の
か
」、
引

率
の
先
生
か
ら
「
年
収
は

い
く
ら
位
な
の
か
」
と

い
っ
た
質
問
も
出
さ
れ
、

将
来
の
後
継
者
候
補
に
よ

き
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
０
０
人
の
高
校
生
が

来
場
す
る
な
か
、
仕
事
紹

介
コ
ー
ナ
ー
の
「
大
工
職

種
」
に
本
部
の
青
木
副
委

員
長
と
美
祢
支
部
の
町
田

夕
貴
さ
ん
が
魅
力
を
伝
え

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

２
年
生
を
対
象
に

行
わ
れ
る
こ
の
催

し
は
、
今
回
で
６

回
目
の
開
催
と
な

り
、
建
設
山
口
は

最
初
の
年
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
主
催
者

側
の
依
頼
を
受
け
、

県
内
各
地
か
ら
約

め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
要

請
行
動
が
今
回
の
予
算
確

保
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
技
能
者
が
健
康
で

安
心
し
て
働
け
る
環
境
整

備
を
図
る
目
的
で
、
創
設

さ
れ
た
「
特
定
健
診
等
に

係
る
補
助
制
度
」。
私
た

ち
の
要
求
で
実
現
さ
れ
た

山
口
県
独
自
の
制
度
で
す
。 　

今
後
は
、
事
務
的
な
調

整
を
経
て
、
予
算
執
行
と

な
り
ま
す
。
組
合
の
機
関

会
議
で
詳
細
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
ら
、
支
部
を
通
し

て
御
連
絡
し
ま
す
の
で
、

制
度
を
活
用
し
、
一
人
で

も
多
く
の
組
合
員
・
家
族

み
な
さ
ん
の
健
診
の
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
足
場
の
組
立
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
会

〔
日
時
〕
７
月
22
日
㈪

	
 

７
月
23
日
㈫

両
日
と
も
８
時
50
分
か

ら
午
後
５
時

〔
場
所
〕
建
設
山
口
会
館

〔
〆
切
〕
７
月
５
日
㈮

〔
受
講
料
〕
５
千
円

〔
テ
キ
ス
ト
代
〕

　

１
，３
０
０
円
（
建
設

山
口
組
合
員
は
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
）。
詳
し

く
は
所
属
の
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　建退共とは、建設業で働く人たちのために国によって設立された
退職金制度です。
　この制度は、事業所ごとではなく、建設産業全てが制度の対象と
なっており、労働者が働いた日数に応じて事業主が共済手帳に証紙
を貼付することをもって掛金を積み立てていき、その枚数を元にし
て労働者が受け取る退職金の額が決まる仕組みとなっています。

　一人親方の皆さんも「任意組合」に加入することにより共済手帳
の交付を受けることができます。
　建設山口では、一人親方の「任意組合」を作っており、一人親方
の建退共の取扱いを行うことができます。
　詳細につきましては、本部またはお入りの支部までお問い合わせ
ください。

『
特
定
健
診
等
に
係
る
補
助
制
度
』

運
動
の
大
き
な
成
果

健康で安心して働ける環境整備へ

　

今
年
度
の
中
建
国
保

の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳

以
上
の
家
族
被
保
険
者

を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特

定
健
診
（
40
歳
以
上
の

被
保
険
者
が
対
象
）
と

一
般
健
診
に
分
か
れ
ま

す
が
、
健
診
内
容
は
同

じ
で
す
。
健
診
内
容
は
、

基
本
健
診
に
加
え
、
大

腸
が
ん
検
診
、
胸
部
直

接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

セ
ッ
ト
に
し
て
１
１
０

０
０
円
ま
で
中
建
国
保

で
費
用
負
担
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度

よ
り
健
康
診
査
を
受
診

し
て
い
る
こ
と
が
中
建

国
保
の
健
康
家
庭
祝
金

の
支
給
要
件
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

健
診
事
業
の
詳
細
は
、

お
入
り
の
出
張
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健診
を受けよう

将来の後継者へ
　職人の魅力を伝える

計13人の高校生にアドバイス

山口県議会議長を訪問（H30.12/11　山口県庁）

建 退 共
制度のご案内
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準
監
察
監
督
官
ほ
か
９
人

が
対
応
し
ま
し
た
。

　

①
建
設
安
全
衛
生
対
策

の
強
化
②
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
患
者
の
補
償
救
済
、
石

綿
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

促
進
③
熱
中
症
予
防
、
受

動
喫
煙
対
策
、
脳
・
精
神

疾
患
、
精
神
障
害
対
策
な

ど
④
建
設
現
場
で
の
労
災

隠
し
の
根
絶
、
多
能
工
へ

の
労
災
適
用
⑤
建
設
雇
用

改
善
⑥
手
間
請
け
の
「
労

働
者
範
囲
」
⑦
中
小
事
業

主
の
労
災
適
用
に
つ
い
て

　

組
合
で
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
相
談
会
を
独
自

に
実
施
し
て
い
な
い
各
支

部
に
対
し
て
、
本
部
か
ら

相
談
員
が
出
向
き
、
決
算

書
や
申
告
書
作
成
の
お
手

伝
い
を
す
る
取
組
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
５
日
の
岩
国
会
場

を
皮
切
り
に
、
独
自
開
催

支
部
を
含
め
、
17
会
場
で

実
施
。
合
計
２
１
０
人
の

相
談
者
が
あ
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
白
色
申
告
１
０

３
人
、
青
色
申
告
85
人
、

給
与
22
人
で
し
た
。

　
「
減
価
償
却
の
計
算
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
欲
し
い
」

「
消
費
税
の
計
算
を
お
願

い
し
た
い
」「
一
通
り
作
っ

て
み
た
が
、
確
認
の
意
味

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
欲
し

い
」
な
ど
、
相
談
内
容
も

様
々
で
す
。

　

来
場
者
も
、
昨
年
独
立

開
業
さ
れ
て
今
年
初
め
て

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
か

ら
、
毎
年
参
加
さ
れ
る
方

ま
で
お
ら
れ
、
こ
の
取
組

の
必
要
性
を
年
々
感
じ
て

い
ま
す
。
消
費
税
の
相
談

も
受
け
、本
則
課
税
２
件
、

簡
易
課
税
10
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
で
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
地
域
で
の
仕

事
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
」
の
創
設
を
求

め
、
県
下
全
自
治
体
（
13

市
６
町
）
へ
の
要
請
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
元
の

建
設
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対

し
、
自
治
体
が
独
自
に
補

助
す
る
制
度
で
平
成
31
年

度
（
４
月
現
在
）
は
、
７

市
１
町
（
一
部
、
予
定
の

自
治
体
含
む
）
で
創
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
工
事
や
助
成
割
合

は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な

り
、
国
の
次
世
代
住
宅
ポ

イ
ン
ト
と
の
絡
み
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各

自
治
体
の
担
当
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

該
当
地
域
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
、
仕
事
対
策
と

し
て
積
極
的
な
御
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
制
度

継
続
の
必
要
性
も
訴
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
今
年

度
も
県
下
自
治
体
へ
の
要

請
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

を
柱
に
計
24
項
目
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
、
全
国

に
先
駆
け
て
策
定
さ
れ
た

「
建
設
工
事
従
事
者
の
安

全
及
び
健
康
に
関
す
る
山

口
県
計
画
」
へ
の
協
力
に

対
す
る
感
謝
を
伝
え
た
後

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
現
場

で
の
安
全
経
費
の
確
保
の

要
望
、「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

型
安
全
帯
原
則
義
務
化
」

に
伴
う
、
よ
り
わ
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

の
要
望
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

へ
の
買
い
替
え
に
対
す
る

補
助
を
胴
ベ
ル
ト
型
安
全

帯
へ
も
適
用
の
要
望
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
は
、
全
建
総
連

全
体
で
２
６
８
万
５
１
６

８
枚
（
建
設
山
口
は
５
万

５
４
４
０
枚
）
を
投
函
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
30
年
度

の
建
設
国
保
組
合
に
対
す

る
補
助
額
は
、
現
行
補
助

水
準
確
保
で
き
る
見
通
し

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
算
に
向
け
て

は
、
例
年
行
わ
れ
る
８
月

末
の
概
算
要
求
を
前
に
現

行
補
助
水
準
を
確
保
す
る

た
め
、
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

を
行
い
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
次
年
度
の
国
保
組
合

の
安
定
運
営
を
支
え
る
だ

け
で
な
く
、
医
療
保
険
制

度
の
中
の
国
保
組
合
制
度

を
将
来
に
渡
っ
て
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

毎
年
の
運
動
に
な
り
ま

す
が
、
建
設
山
口
は
組
織

人
員
の
２
倍
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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賃金引き上げに向けて
　　組織内の機運づくりを

　

平
成
31
年
３
月
か
ら

の
山
口
県
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
は
、
左
表

の
と
お
り
７
年
連
続
で

引
き
上
げ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
現
状
を
踏

ま
え
て
、「
賃
金
・
単
価

引
き
上
げ
、
法
定
福
利

費
確
保
！
建
設
山
口
各

支
部
代
表
者
学
習
会
」

を
３
月
12
日
に
支
部
代

表
34
人
の
参
加
の
も
と
、

建
設
山
口
本
部
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

吉
村
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、

小
林
書
記
長
か
ら
「
基

調
報
告
」
と
し
て
、
全

国
及
び
山
口
県
の
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

「
賃
金
実
態
調
査
」
と
し

て
、
建
設
山
口
の
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く

調
査
結
果
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、全
建
総
連
「
全

国
一
斉
１
２
０
万
行
動
」

い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。
賃
金
運
動
に
向
け

た
組
織
内
の
機
運
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
を
柱
と
し
た
取
組

内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
が
作
製
し

た
「
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
」
と
「
チ
ラ
シ
」、

建
設
山
口
独
自
で
作
製

し
た
チ
ラ
シ
を
全
支
部

で
活
用
し
な
が
ら
、
組

織
内
の
機
運
づ
く
り
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
最

重
点
に
、
今
後
の
賃
金

引
上
げ
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

の
方
針
に
基

づ
き
、
建
設

山
口
の
今
後

の
取
組
（
案
）

を
協
議
し
ま

し
た
。

　

７
年
連
続

し
て
公
共
工

事
設
計
労
務

単
価
は
引
き

上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
現

場
で
働
く
私

た
ち
の
賃
金

は
変
わ
ら
な

　

建
設
山
口

で
は
３
月
14

日
、
吉
村
委

員
長
を
は
じ

め
６
人
が
参

加
し
て
労
働

局
と
の
意
見

交
換
会
を
実

施
。

　

山
口
労
働

局
側
か
ら
は
、

山
下
徹
・
労

働
基
準
部
監

督
課
・
主
任

地
方
労
働
基

各支部より代表34人が参加

吉村委員長が現場の実情を訴える

下関会場では多くの相談者が来場

職　種
山口県

Ｈ 30年度 Ｈ 31年度 増加額
大 　 工 21,400 21,600 200
左 　 官 19,800 20,000 200
と び 工 21,700 21,900 200
型 枠 工 19,900 20,100 200
鉄 筋 工 20,700 20,900 200
鉄 骨 工 19,800 20,000 200
電 　 工 18,100 18,900 800
配 管 工 17,800 18,500 700
板 金 工 21,100 21,300 200
塗 装 工 19,000 19,200 200
内 装 工 21,400 21,600 200
サッシ工 19,500 19,700 200
ガラス工 20,300 20,500 200
溶 接 工 20,700 20,900 200
建 具 工 17,400 17,600 200
造 園 工 17,200 17,600 400

山口労働局との意見交換会
代表６人が参加

安
全
経
費
の
確
保
な
ど

　
　
　 

計
24
項
目
を
要
請

ハガキ要請運動

中建国保の　
　安定運営を55,440枚のハガキ

確
定
申
告
相
談
会

17
会
場
・
２
１
０
人
が
参
加

助成制度を活用しよう
■創設自治体　７市１町
■平成 31年度予算総額（２億 4,150 万円）� （4月本部把握分）

市　町 募　集　期　間（助成額） 予 算 額 担当課連絡先

１ 長門市
４月１日～予算の範囲内
※�今年度は断熱リフォーム工事
に限定

（地域商品券）
950 万円

長門市建設部建築住宅課
℡ 0837-23-1149

２ 山口市
８月１日～ 10 月 31 日まで
※予算の範囲内
※10月１日以降に着工する工事に限る

（地域商品券）
１億 5,000 万円

山口市ふるさと産業課
℡ 083-934-2719

３ 防府市 ５月中旬から申請受付開始 （地域商品券）
5,500 万円

防府市商工振興課商工振興係
℡ 0835-25-2147

４ 光　市
エコライフ補助金
４月 15 日～ 予算範囲内
※太陽光発電は除く

600 万円 光市環境政策課環境政策係
℡ 0833-72-1465

５ 美祢市
（予定）

６月末～予算範囲内
 ※５月末の議会で決定

（地域商品券及び農産品等）
200 万円

美祢市建設経済部商工労働課
℡ 0837-52-5224

６ 山陽
小野田市 ５月４日～予算の範囲内 1,000 万円 山陽小野田市建築住宅課

℡ 0836-82-1166

７ 萩市 ４月１日～９月 30 日まで
800 万円

※�制度内に新築の助成
あり、合算での予算

萩市建築課建築係
℡ 0838-25-3673

８ 阿武町 ４月１日～予算の範囲内
（工事費の 10％上限は 10 万円） 100 万円 阿武町施設課

℡ 08388- ２-3112

※各自治体により、助成割合が異なります。詳細は担当課または、HPでご確認ください。

平成31年度　山口県内の住宅リフォーム助成制度一覧
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建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
平
成
31
年
３
月
末
現

在
、
１
万
１
９
８
４
人
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年

度
に
加
入
し
た
仲
間
は

１
０
３
０
人
、
脱
退
し
た

仲
間
は
９
５
０
人
と
な

り
、
１
年
間
で
80
人
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
６
年
連
続
の
年
間

増
員
な
り
ま
し
た
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

「
数
は
力
」
と
な
り
私
た

ち
の
諸
要
求
実
現
に
向
け

た
運
動
に
お
い
て
、
大
き

く
前
進
し
ま
す
。
そ
の
こ

と
は
、
組
合
員
さ
ん
の
生

活
を
守
る
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

木
材
に
対
す
る
親
し
み
を

木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

　

１
月
24
日
、
組
合
の
中

に
あ
る
（
一
社
）
山
口
県

住
宅
建
設
協
会
と
し
て
、

下
松
市
立
下
松
小
学
校
で

「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

指
導
に
は
、
下
松
支
部

の
８
人
の
役
員
が
あ
た
り
、

１
時
限
目
か
ら
５
時
限
目

ま
で
の
間
に
３
年
生
１
１

６
人
に
も
の
づ
く
り
の
喜

び
を
伝
え
ま
し
た
。

　

内
容
は
、パ
ネ
ル
を
使
っ

て
の
木
の
話
、
木
組
み
体

験
、
丸
太
切
り
体
験
に
加

え
て
、
箸
づ
く
り
と
マ
ガ

ジ
ン
ラ
ッ
ク
も
し
く
は
本

立
て
作
り
と
盛
り
沢
山
。

　

子
供
た
ち
は
、
日
頃
で

き
な
い
体
験
に
興
味
津
々

で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
教
室
は
、
今

年
度
も
実
施
予
定
で
す
。

木
を
使
っ
た
体
験
を
通
し
、

木
材
に
対
す
る
親
し
み
や

木
の
文
化
へ
の
理
解
促
進

を
図
り
、
将
来
の
後
継
者

育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

登
山
靴

25

久光　義秋（光・大工 69）

祖母山 1,756m
（宮崎県高千穂町）

線
仲
間
と
の
懇
親
前
夜

会
。
夜
遅
く
ま
で
無
線

や
山
の
話
が
は
ず
み
、

い
つ
寝
た
か
は
不
明
で

あ
る
。

　

登
山
当
日
は
酔
い
が

残
り
下
痢
気
味
で
絶
不

調
。
メ
ン
バ
ー
全
て
60

歳
を
越
え
て
い
る
。
黒

金
山
尾
根
コ
ー
ス
は
山

頂
ま
で
４
時
間
、
若
い

と
き
で
も
辛
い
登
り
で

あ
る
。
標
高
差
１
２
０

０
ｍ
、
設
定
時
間
で
は

登
れ
る
は
ず
が
な
い
。

　

う
ー
ん
。
昨
晩
は
呑

み
過
ぎ
た
。
久
し
ぶ
り

に
会
う
ア
マ
チ
ュ
ア
無

　

尾
平
鉱
山
跡
か
ら
沢

沿
い
を
進
み
、
鉄
製
の

橋
を
渡
る
と
黒
金
山
尾

根
に
取
り
付
く
天
狗
岩

分
岐
ま
で
２
時
間
ひ
た

す
ら
登
る
尾
根
道
が
始

ま
る
。

情
報
を
確
認
し
合
い
な

が
ら
天
狗
岩
目
指
し
て

登
る
。
私
た
ち
２
人
は

先
に
天
狗
岩
直
下
の
水

場
に
着
く
。
こ
こ
ま
で

何
と
か
誤
魔
化
し
な
が

ら
辿
り
つ
い
た
。

祖母山山頂

　

ま
だ
気
分
は
晴
れ
な

い
。
湧
き
水
を
少
し
飲

み
、
祖
母
山
～
傾
山
の

縦
走
路
に
出
た
途
端
、

ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
が
満

開
で
迎
え
て
く
れ
る
。

綺
麗
だ
。
花
を
眺
め
な

が
ら
山
頂
に
向
か
う
。

酔
い
も
さ
め
て
気
分
も

良
く
な
り
山
頂
も
見
え

て
き
た
。

　

標
準
タ
イ
ム
よ
り
30

分
遅
れ
て
い
る
が
気
に

な
ら
な
い
。
年
齢
と
体

調
を
考
え
る
と
、
こ
ん

な
も
ん
で
し
ょ
う
。

　

山
頂
へ
の
岩
場
の
梯

子
、
鎖
を
登
る
と
山
頂

に
は
登
山
者
が
溢
れ
て

い
た
。
後
続
は
縦
走
路

に
着
い
た
と
連
絡
が
あ

り
、
弁
当
な
ど
食
べ
な

が
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

で
Ｃ
Ｑ
、
Ｃ
Ｑ
。
い
ろ

ん
な
地
域
か
ら
の
応
答

で
忙
し
く
な
る
。
後
続

２
人
が
来
て
電
波
を
出

し
楽
し
ん
で
い
る
。

　

下
山
ル
ー
ト
は
宮
原

経
由
で
尾
平
鉱
山
跡
へ

の
周
回
コ
ー
ス
。
メ
ン

バ
ー
無
事
下
山
。
な
か

な
か
手
強
い
、
奥
深
い

峰
だ
と
改
め
て
感
じ
た

山
行
で
あ
っ
た
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど

ほ
ど
に
、
反
省
し
き
り

の
想
い
出
と
な
っ
た
。

力を合わせて木組体験（下松小学校）

　

お
腹
の
調

子
は
最
悪
だ

し
吐
き
気
も

す
る
。
大
丈

夫
か
？
メ
ン

バ
ー
は
４
人

だ
が
、
私
よ

り
若
い
２
人

が
遅
れ
始
め

る
。
お
互
い

に
無
線
で
位

置
と
安
否
の

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

支部 平成 31年３月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 70 0
岩　国 1,771 23
宇　部 1,642 − 17
小野田 567 − 5
吉　南 1,030 23
下　松 1,213 68
熊毛南 256 1
下　関 1,197 − 29
徳　山 754 − 8
豊　浦 184 6
長　門 176 − 7
萩 201 − 2
光 242 0

防　府 951 − 1
美　祢 170 − 2
山　口 1,125 36
柳　井 435 − 6

計 11,984人 80

６年連続の増勢
H30年度末11,984人

労働災害事例
発生状況
　木造家屋建築工事現場
で家屋の基礎の型枠材の
加工、組立作業に従事。夕
方に被災者がふらふらし始
め、ろれつが回らなくな
り、痙攣を起こした。

原　　因
　高温下での作業であったこと。水分、塩分の摂取量が少
なかったこと。休憩時間における遮光されている場所がな
かったことに加え、被災者に作業衣も保熱し易く、熱中症
対策が充分でなかったこと。

対　　策
　水分、塩分の定期的な摂取の程度を把握し、不足する場
合は摂取すること。熱を吸収し、保熱し易い服装は避け、
通気性、透湿性の良い服装及び通気性の良い帽子等を着用
すること。作業の休止時間、休憩時間を確保し、高温多湿
作業場所の作業を連続して行う時間を短縮すること。

独
立
し
て
１
年

周
り
の
人
に
支
え
ら
れ

宇
部　

落
合　
　

豊

（
大　

工
）

　

独
立
し
て
１
年
が
た
ち

ま
し
た
。
周
り
の
人
に
支

え
ら
れ
、
仕
事
が
あ
る
こ

と
が
本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
。
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
、
２
年
目
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
３
人

４
月
か
ら
小
学
生

吉
南　

小
林　

英
則

（
造　

園
）

　

４
月
か
ら
子
ど
も
３
人

が
小
学
生
で
す
。

　

親
も
子
も
楽
し
み
な
が

ら
１
日
１
日
を
大
切
に
す

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

無
事
に
１
年
が
過
ぎ

　

萩　

伊
勢
嶋　

伸
子

（
主　

婦
）

　

３
月
末
に
保
険
証
の
交

換
会
が
あ
り
ま
す
。

　

主
人
は
無
事
に
１
年
間

過
ぎ
ま
し
た
。
風
邪
や
目

で
病
院
に
は
行
き
ま
し
た

が
、
入
院
な
ど
も
な
く
、

元
気
に
働
い
て
く
れ
ま
し

た
。
感
謝
で
す
。

　

今
年
も
体
に
気
を
付
け

て
元
気
に
働
い
て
ほ
し
い

で
す
。

つ
ば
め
が
玄
関
先
に

下
松　

小
野　

典
子

（
主　

婦
）

　

つ
ば
め
ち
ゃ
ん
が
玄
関

先
に
来
ま
し
た
よ
。
に
ぎ

や
か
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
巣
立
っ
た
つ
ば
め

ち
ゃ
ん
か
な
。

出
費
が
恐
ろ
し
い

長
門　

三
笠　
　

旭

（
配　

管
）

　

子
ど
も
た
ち
の
進
学
に

伴
い
、
来
月
か
ら
の
出
費

が
恐
ろ
し
い
で
す
。

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

目安：
初級技能者

評価基準に合わせて
カードを色分け

目安：
中堅技能者

目安：
職長・熟練
技能者

目安：
登録基幹
技能者
建設マス
ター等

詳細は建設業振興基金のホームページ（www.kensetsu-kikin.or.jp/ccus/）をご覧ください。登録申請の窓口も掲載。

建設キャリアアップシステム　登録申請受付中　
特徴①
　建設キャリアアップシ
ステムに登録すると技能
者１人ひとりに建設キャリ
アアップカードが交付さ
れる。建設キャリアアップ
システムに登録する事業
者の現場で入場時にカー
ドリーダーでカードを読
み取ると就業履歴が自動
に蓄積される

特徴③
　保有資格や蓄積される就業履歴等により技能者レベルを
評価。客観的に技能者の能力レベルが証明されることで処
遇の改善を期待できる
（現在、技能者の能力評価基準・レベル分けを国交省で検討中）

特徴⑤
　事業者は現場管理を効率
化できる（建退共事務の軽
減、社会保険の加入確認な
ど）

特徴④
　技能者の就業履歴により
建退共手帳への証紙の貼付
け枚数の確認が確実かつ容
易になる

特徴②
　技能者が取得した資格や技能、就業履歴
を簡単に証明できる

技能者の
登録料

事業者の
登録料

インターネット申請の場合⇒2500円
※2019年３月までは2000円
郵送・窓口申請の場合⇒3500円

資本金に応じた額
個人事業者は３０００円
※１人親方は無料
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宇部　植野　真美
（主婦・36）

繋
が
り
を

大
切
に

植野さん

　結婚して全建総連の組合

に入り、５年が経とうとして

います。長男が４歳、長女は２

歳になりました。

　長女を産んで保険証をもらいに行っ

た時、主婦の会の方にバレーボールに

誘っていただき、それからしばらくし

て練習に参加しました。子供はまだ小

さく不安でしたが参加者の方のお孫さ

んや子供たちが一緒に遊んでくれて、

長男も私も毎週練習の日が楽しみとな

りました。

　昨年は夏に試合があり、「目指せ一

勝」を目標に参加し学生の頃

に戻ったように声を出し汗を

かいて、たくさんの声援もいただ

き、なんと準優勝することができま

した。

　子供を産んで、体型はなかなか戻り

ませんが、少しずつでもこうして運動

ができる場所や仲間がいること、健康

を保つことができていることに感謝し

て、これからもバレーボールを続けた

いと思います。そしてたくさんの方々

との繋がりも大切にしたいと思ってい

ます。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
鳥
や
獣
を
と
る
仕
掛
け
。

③
貝
の
殻
を
借
り
て
住
む

生
物
。

⑥
い
か
に
も
本
当
ら
し
く

見
せ
か
け
る
こ
と
。

⑧
腰
掛
け
。
大
臣
の
○
○
。

⑨
他
人
の
下
で
働
く
こ
と
。

⑩
土
の
中
に
打
ち
込
ん
で
、

目
印
や
支
柱
に
す
る
長

い
棒
。
出
る
○
○
は
打

た
れ
る
。

⑪
落
語
・
漫
才
な
ど
の
演

芸
場
。

⑬
○
○
の
満
ち
欠
け
に

よ
っ
て
様
々
な
呼
び
名

が
あ
る
。
地
球
の
唯
一

の
衛
星
。

⑮
運
の
良
い
こ
と
。
宝
く

じ
が
当
た
る
。

⑰
辛
口
の
反
対
。
○
○
○

○
の
酒
。

⑲
い
な
り
寿
司
が
好
き
な

動
物
。

⑳
○
○
の
延
べ
棒
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
主
に
男
性
の
背
広
の
下

に
着
用
す
る
、
白
や
淡

色
の
も
の
。

②
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
４
番
。
○
○
○
翔
。

③
２
～
３
世
紀
に
存
在
し

た
と
さ
れ
る
女
王
卑
弥

呼
が
治
め
た
国
。

④
陸
と
陸
の
間
の
狭
い
海
。

　

対
馬
○
○
○
○
○
。

⑤
森
や
林
の
小
動
物
。
木

の
実
等
を
食
べ
、
漢
字

で
は
栗
鼠
と
書
く
。

⑦
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
旅
を

す
る
。
サ
ハ
ラ
○
○
。

⑫
都
を
他
の
地
へ
移
す
こ

と
。

⑭
大
気
の
圧
力
。
○
○
○

が
高
い
。

⑯
気
が
弱
く
、
遠
慮
深
い

性
質
。

⑱
形
だ
け
似
た
動
作
を
す

る
こ
と
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
６
月
28
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
、
組
合
へ
の
注
文
な
ど

短
い
文
章
を
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
290
号
解
答
◇

　

ソ
シ
キ
カ
ク
ダ
イ

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
岩
本

奈
穂
子
・
大
多
和
美
代
子

【
小
野
田
】
福
田
清
・
広

瀬
凪
【
吉
南
】
伊
藤
正
男
・

北
乗
香
代
子
・
阿
部
フ
ジ

ヨ
・
中
谷
京
子
【
光
】
田

村
弘
美
【
山
口
】
古
田
映

子　
　
　
（
応
募
総
数
54
）

作・斉藤達夫

新元号スタート

悪
知
恵
は
た
ら
く
連
中
の

こ
れ
も
あ
る
種
の

「
便
乗
ビ
ジ
ネ
ス
」

充
分
に
注
意
し
て

あ
な
た
も
で
す
ぞ
!!

新
元
号
を
悪
用
し
た

「
改
元
」
サ
ギ
か

い
や

ま
っ
と
う
な
商
売

ば
か
り
と
は
い
え
な
い

新
元
号

「
令
和
」が

ス
タ
ー
ト
だ
ね

「
平
成
最
後
」の

騒
ぎ
も

お
ち
つ
い
た
し

い
ろ
い
ろ
あ
る

便
乗
ビ
ジ
ネ
ス

あ
や
か
り
グ
ッ
ズ
…

ア
イ
デ
ア
商
売
は

早
い
者
勝
ち

・
・

日
本
10
大
・
工
場
夜
景

様
々
な
観
光
プ
ラ
ン
も

市
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、

工
場
夜
景
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。

平
成
26
年
10
月
に
は
、
周

南
市
が
「
第
５
回　

全
国

夜
景
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催

地
と
な
り
ま
し
た
。

　

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
メ
ッ

カ
「
晴
海
親
水
（
は
る
み

し
ん
す
い
）
公
園
」
は
「
日

本
夜
景
遺
産
」
に
も
認
定

　【
徳
山
・
井
町
健
一
（
大

工
・
44
）】
山
口
県
周
南
市

に
は
「
日
本
10
大
工
場
夜

景
都
市
」
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
る
、
美
し
い
工
場

夜
景
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

周
南
市
も
参
加
し
て
い

る
「
全
国
工
場
夜
景
サ

ミ
ッ
ト
」
は
工
場
夜
景
を

観
光
資
源
と
す
る
10
の
都

さ
れ
て
い
る
周
南
市
を
代

表
す
る
工
場
夜
景
の
鑑
賞

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

駅
か
ら
も
ほ
ど
近
く
、

駐
車
場
も
完
備
さ
れ
、
海

辺
に
開
か
れ
た
シ
ン
ボ
ル

空
間
と
し
て
地
元
の
人
々

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
夜
景
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
楽
し
め
る

周南コンビナートの夜景

「
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
や
「
バ

ス
ツ
ア
ー
」、「
プ
レ
ミ
ア

ム
宿
泊
プ
ラ
ン
」
な
ど
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

色
々
な
シ
ー
ン
に
合
わ
せ

て
選
ん
で
頂
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、

・�

海
上
か
ら
見
る
ク
ル
ー

ズ
鑑
賞

・�

ホ
テ
ル
の
客
席
か
ら
鑑

賞
「
宿
泊
プ
ラ
ン
」

・�

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
車

内
か
ら
鑑
賞

な
ど
様
々
な
プ
ラ
ン
が
充

実
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
「
周
南
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
」
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
し
て
夜
景
だ
け
で
な

く
周
南
の
市
街
地
東
側
エ

リ
ア
は
山
口
県
随
一
の
飲

食
・
歓
楽
街
で
す
。
素
敵

な
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
そ
ち
ら
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

是
非
、
家
族
と
共
に
周

南
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

A

E

C

B

D

1

6

9

13

19

2

14

17

7

10

18

3

15 16

20

4

8

11

5

12

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それぞ
れに「愛○」の○には色々なことが考えられ
ると思います。組合員の皆さん、「愛○」の○
を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写真
を建設山口教宣部まで送付してください。投
稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿も
募集します。ご自分のお気に入りの場所で、
皆さんにもおすすめの場所についてお書きく
ださい。
　こちらの記事にも写真を添えて、建設山口
教宣部までお送りください。よろしくお願い
します。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中


